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１ はじめに 

近年、食品の安全にかかわる事件が注目され

た。台湾では食の安全を揺るがす大きな不正が

次々に暴かれた。特に大手食品企業による加工

食品の虚偽表示、詐称を消費者が指摘するケー

スが度々あった。食品の安全・安心度という指

標があったならば、それは決して向上していな

いのではないだろうか。消費者はいまだに食品

の安全性を懸念し続けており、事件・事故が起

きるたびに社会の緊張感が再び高まっている。 

本研究では、台湾の外食産業における原材料

の品質管理の現状と外食で提供される食品へ

の若手消費者の意識について調査する。台湾に

は、海外から様々な食品が輸入されている。

食材の生産から加工、販売、そして消費者の

口に入るまでの、台湾での外食産業の品質管

理の現状を分析するとともに、若手消費者の意

識調査で、安全に関する情報をどのように自ら

得て、店を選んでいるかなどのデータを取得し、

原材料品質の安全を維持していくための問題

点を明らかにする。 

 

２ 外食産業現状 

まず、近年は台湾の家庭形態の変化により、

一日三食を外食で済ませる人が増えつつある。

外食人口が増加する原因は、主に都会生活のス

ピードアップ、女性就職人口の増加より、若い

独身者や共働き世帯はあまり自分で調理をせ

ず、また飲食業者も続々と上質かつ安価な食品

選択を提供することにより、外食率が向上して

いる。 

台湾経済部の調査によると、2015 年の台湾

における外食産業の売上高（図 1：台湾の外食

売上高）は 4‚241 億台湾ドル（約 1 兆 4 千億

円）であり、2014 年と比較して前年比で 2.69％

の伸びを示している。2011 年の売上高は約 3‚

809 億台湾ドル（約 1 兆 1 千億円）で、去年よ

り 8.44％増加、その成長幅はここ 10 年で一番

高い。食品安全事件の指摘する深刻なケースが

起こった前に、毎年平均 5％を伸びた。事件に

暴かれた後は、成長率の幅が緩やかになってい

る。 

 また、台湾人の毎週外食利用状況は外食する

人が 93％となっている。外食の普及状況では、

「週 1-3 回」「7-12 回」が上位にある。（図 2 台

湾毎週外食利用頻度） 

さらに、朝食を外で買うという台湾独自の生

活習慣から外食が普及しているが食品法律・規

定と品質の保証の徹底に実施することが非常

に重要な課題である。 

それと同時に食品原材料の虚偽表示、詐称

という問題がある。違法食品添加物、高級オ
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図1：台湾の外食売上高 単位：億（台

湾ドル）
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リーブ油の偽装、地溝油…などの事件が次々

に暴かれた。「地溝油」の問題では、台湾で

の影響は食品加工、飲食業など計 1209 社に及

んだとされる。海外でも 200 社以上が影響を

受けたとみられている。この事件から、11 カ

国は台湾製の商品を輸入禁止になった、台湾

多くの産業に衝撃を与えた。 

 

3 調査方法 

本研究は、二つの調査方法を行った。一つは

外食の消費者を対象にアンケート調査を行っ

た。その結果に基づき台湾での外食産業の品質

管理の問題点を明らかにするために、現場での

調査として台湾での食品会社や外食店での原

材料の注文や品質管理の状況を会社訪問によ

る面談で調査した。 

① 方法：アンケート調査 

対象：台湾人の 20 代大学生 

人数：33 人 

調査名：食品や飲食店での品質や安全に関

するアンケート 

② 方法：企業の聞き取り調査 

対象：台湾進出 日本外食企業 

 

4 調査結果とまとめ 

まず、アンケート調査から、原材料の品質の

上で一番気にするところでは「悪質な原材料、

違法添加」が上位にある。品質を求めると値段

の関係では、「普通な価格 , 悪くない 普通な

品質」が多い。そして、平価で高品質原材料の

使い信頼性が低いことが分かる。 

 また、四つの企業の面談調査から、食材と原

材料の部分はほぼ台湾で調達、成分などの基準

が高いモノもあり、日本より厳しい部分もある。

運送の場合は、野菜などは品質管理を行って一

般のサプライヤーから調達、肉などはコールド

チェーンをグループ全体で構築して配送して

いる。さらに、消費者はトランス脂肪酸や糖含

量、無添加、天然、ガンにならないなどについ

ての敏感度が高くなっている。基本的に日本と

ほぼ同じだが、野菜などの食材は品質管理して

いるが、日本のような農家別などの表示が難し

いことがなどの情報を得る。 

 これらの情報からは、基本的に会社の品質保

証の上の問題があまりない。しかし、その企業

は地溝油事件ではかなりダメージを受けたこ

とがあるので、原材料と食材のディストリビュ

ーターからび食品販売業者まで、履歴情報の透

明化するために、履歴生産履歴、運送記録、成

分内容、…などの情報と定期精査証明という仕

組みを強制的に実施する必要である。 
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